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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成28年度　納会について

日時：平成28年12月30日（金）納　会：17：15～17：50　懇談会：17：50～18：40
場所：メンタルケア病棟3F 会議室・ホール
当日、出勤の職員は時間を厳守し、17：15～の納会へ必ず参加すること。ビンゴカードは12月15日(木)から2枚セット200円（1枚100円）での販売する為、購入希望者は各部署の行事委員まで連絡すること｡
・第6回院内研修について

日時：12月20日(火)21日(水)17:30～　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール 

テーマ：｢感染症対策～インフルエンザを中心とした予防と治療薬について～｣

講師：梅内　エミ薬剤師　当日の出欠予定の記入を各自で入力すること。
・本日まで、経過連絡表とアセスメント表の提出期限となっている。作成後は各自小嶋SGMへ報告すること。

・疾患別診療計画書について、10月1日付で作成した分が正しく挟まれているか確認作業を行っていく。（担当：慶長、藤田）
・12月10日、青陽館年末大掃除実施予定。

・12月12日、プログラム検討会実施。担当者は参加すること。

・12月15日、コメディカルG事例検討会実施。参加可能者は参加すること。

・12月16日、大下伸治様の体験利用実施予定。また、松川順子様が退院し、食事券を購入する為に来所する予定。

・12月21日、青陽館クリスマス会実施予定。準備を滞りなく進めていくこと。

・12月23日、青明舎にてもちつき大会を実施予定。

＜利用者様情報＞
デイケア

・田名部　浩平　様～本人より報告があり、今朝から顔面に湿疹が出てきた為、デイケア終了後に皮膚科を受診するとのこと。湿疹の症状を質問すると、痒みはないが痛みがあるとのこと。皮膚科受診をし、しっかりと診てもらうよう伝えている。プログラム中に気にしている様子はなく、普段通りにプログラムに参加できている。

・藤村　翔　様　～　昼食後、廊下でウォーキングをしている最中に大声を上げており、スタッフが介入している。理由は「あいつがうるさい」「あの女は自分で男だと思っているし、俺より強いと思っている」と話す。幻聴であることを理解しているが、イライラするとのこと。以前は青陽館の廊下で幻聴が強まると話していたが、現在は場所を問わず聞こえると話している。幻聴が聞こえた際に、場所を移動するなどの対処を伝えるが「やつはうるさいからなぁ」と返答。話を傾聴するうちに落ち着き、また廊下歩行を続けている。

・根地戸　恵　様　～昼食後、興奮している様子で担当スタッフに声を掛けており、交際相手の調子が悪いからと話し、相手に発信した状態でスタッフに電話を渡そうとしている。スタッフから相手はデイケア利用者ではない為、ここで対応できないことと、自身の方が調子が悪そうであることを伝え、現状の振り返りを行うと、次第に落ち着くことが出来ている。

・淡路　智恵子　様～医師へ一人暮らしの話をしたら、止めた方がいいって言われたと報告している。65歳になったら老人ホームに入ると話す為、年齢が近くなってから準備をしていくことを伝えている。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様　～青風荘より、昨日買い物に行った後、デイナイトケア利用者（稲垣　ふき様）と言い合いになり、スタッフが介入したとの情報提供がある。本日来所時には不満を話している様子はなく、普段通りに過ごすことが出来ている。

・千葉　輝夫　様　～昨日の夕食時、弁当を40分程掛けて食べており、ほとんど残食している。スタッフから声を掛けると「明日食べるから取って置いて欲しいな」と話す為、保管することはできないことを伝えると、すぐに食事摂取を再開している。今後の対応として、弁当で食事が届けられた際には、食器に移す等の対応を行っていく。

ナイトケア
・村上　元道　様～入浴のために来所している。スタッフへ「明日無理。来れないから」と明日のナイトケアを欠席することを伝えているが、眼光の鋭さや口調の強さが目立っている。世間話をしている際も口調の強さは継続しているが、声を荒げるなどの問題はない。

＜外来情報＞　

・冨田　紀子　様～風邪をひいたと話しているが、処方は特にない。下痢は止まったと話している。
・中居　美津子様～担当医より他院の歯科や薬局への過去の支払いが終わったか質問されており、まだ支払できていないと話している。
・鹿原　博夫　様～インフルエンザの予防接種を実施している。
＜事例検討＞

阿波　諒祐様　
診断名：広汎性発達障害、統合失調症　　年齢：15歳
○利用開始までの経緯

青森芙蓉会病院に通院しており、H28.2.18母様から当院デイケアの見学希望が聞かれ、母様のみで見学をしている。今までデイケア施設を見たことがないとのことで、施設案内とデイケア概要の説明を実施。本人は通信性の学校に通いながらの利用を検討しているとのことだが、学校の授業時間が不明とのこと。学校の授業時間がわかるまでの間体験利用をしてみることを提案し、「是非してみたい」と希望した為、体験利用が出来る日に再度連絡をして頂くこととしていた。

H28.10.12母様よりデイケアの体験利用を希望したいとの架電があり、実施しているプログラムの内容を説明したところ、H28.10.18の午後に体験利用をしたいと希望し、当日体験利用を実施。時間を少しずつ伸ばしながら体験利用を重ねていた。今回、本人がデイケアにて長時間過ごすことが出来るようになり、本人及び家族よりデイケア正式利用開始の希望が聞かれた為、H28.12.6よりデイケア正式利用を開始予定としていた。

○正式利用開始時の様子

　母様の送迎にて時間通りに来所し、スタッフの説明を聞きながらプログラムに参加している。プログラム以外の時間は本を読んだり、相手から声を掛けられることで対応出来ている。デイケア正式利用開始にあたって不安や問題はないと話しており、目標については「今は考えれない」と話している。現在のデイケア以外での過ごし方を確認すると、12月より仙台育英学園高等学校広域通信制課程ILC青森という通信制の学校に入学し、好きなタイミングで学校へ行っているとのこと。今後学校生活やデイケアでの活動を継続して行う為に、スタッフと一緒に自身の能力を把握し、問題が生じた際にはスタッフや家族と一緒に対処法を検討しながら活動していくことを提案すると「はい」と返答している。

○今後の目標について

・今までの経緯や現病歴について、まだ聴取できていない情報がある為、母様が送迎にて来所した際に情報を収集し、関わりに活かしていく。

・自分から目標を話すことはないが、デイケア発達障害対象の目標設定プログラムにて、①高卒の資格をとりたい、②料理ができるようになりたい、③薬の管理を間違わずに出来るようになりたい、との意見が聞かれている為、本人が希望する目標を組み込んで、治療計画を検討していく。

・デイケア来所時は母様の送迎にて来所している為、母様と情報共有しながら、目標と計画の検討を行っていく。

・デイケアでは、発達障害対象のプログラムに参加してもらい、本人の状態について理解を深めてもらう。それと同時に、スタッフも発達障害の勉強を行い、本人の特性に合わせた関わりを行うことができるように努めていく。










